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　To 　determine　the 　relationship 　between　taste　awareness 　fer　saltiness 　Qr 　sweetness 　and 　 preference　for
foods　having　salty　or 　sweet 　taste，　a 　survey 　was 　carried 　out 　to　three　groups　of 　226　 students 　classified

a   ording 　to　food　education 　and 　sex ．　 The　students 　were 　female　majoring 　in　home　 economics ，
　 female

and 皿 ale 　in　other 　courses ．　 Data　were 　analy   d　statistically ．　 The　results 　ae 　su   矼 lzed　as 　foll。 ws ：

　1）　Students　st ロdying　ho皿 e　econo 皿 ics　preferred 　less　salty 　taste　and 　foods　compared 　to　the　other

　　female　 and エ11a工e　students ．　Female　students 　 were 　aware 　 of　less　sensitivity　to　both　tastes，　 and

　　preferred　less　salty　taste　 and 　 sweeter 　foQds　than 皿 ale 　 students 、

　2）　工nall 　groups ，　there　was 　a 　significant 　positive　correlation 　between　favorite　seasonings 　with 　salt

　　and 　salty 　food　preferences．　 That　is，　 the　 students 　 who 　 liked　 salty 　 foQd　preferred　stronger 　salty

　　taste．　 The　same 　was 　also 　noted 　in　regard 　to　sweetness ．

　3）　Among 　two　female　students 　groups ，
　there 　was 　a　significant　 negative 　 correlation 　between　 taste

　　awareness 　of　sensitivity 　to　saltiness 　and 　iavorite　seasoning 　with 　salt
，
　and 　also 　between　taste　aware ・

　　ness 　of 　sensitivity　to　saltiness　and 　salty 　food　preferen  s．　 That 　is
，
　student 　with 　greater　awareness

　　of 　sensitivity 　to　saltiness ，　preferred　less　salty 　taste　and 　foods
，
　the　same 　tendency　also 　being　noted

　　for　 sweetless 　 in　the　 other 　female　 students ，

は じ め に

　食物の 嗜好 は ，年齢，性
1・2）

な どの 生 理 的 な もの を は

じめ 時代
3），地 域

4），教育
5）など種 々 の 要因 に よ っ て 影響

さ れ る 。

　既報
6）

で，食物 に対す る嗜好を 人 の 内的 な面か ら探る

た め に ，食物 の 嗜好度理由を調 べ
， 食物 の 嗜好に 関係す

る 内的 な 握子 の 抽出お よ び そ の 重要度を調 べ た 。 そ れ に

よ る と ， 味， 香 り， 色 な どの 感覚的要因 の 関与が 非常 に

高 く，中 で も味 の 重要性 が 示 され た 、

　そ こ で ，本報告で は ，味に 対す る味覚意 識 とそ の 味 を

主 な る味 とす る食物の 嗜好 との 関連 を 調 べ る こ と を 目的

とし，味 と して は 基本的 な 味 の 中 か ら，生体 の 生理機

能
7・8） とも深 く関わ っ て い る塩味と甘味を選び 出 した 。

そ して ，塩味 ま た は甘味に対す る味の 鋭敏さの 意識 と味

の 濃淡 の 好み ， お よび 塩味 また は 甘味 を 主な る味 とす る

食物 の 嗜好 に つ い て ， 大学生を 対象に 質問紙法 に よ る調

査を 実施 し，対 象学 生 を性 お よび 食物履修の 有無 に よ り

3 群に 分け て 比較検討 し た 。

＊
　富 山大学 教 育学部

調 査 方 法

　（1）　調査対象 と 時期

　本学 の 男女学生 （19N22 歳） を 対 象 と し ， 家庭専攻

（食物履修） の 女子学生 50人 （以下，A 群と呼ぶ ） に 対

して ，昭 和 62年 6 月 に 質問紙法に よる 調査を実施 し，
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裹 1．調 　　査　　項 　　目

（1 ）　塩 昧、甘 味 に対 す る意識お よび 壗 昧、甘 昧 の 食物の 嗜好に つ い て．該当

　　　す る所に O 印をつ けて 下 さい

  　あなた は次 の 昧 に つ い て 、自分 の 舌 の 感 度 は ζの くらい だ と思 っ て い ますか。

非 常 に　 か なり　 少 し

鈍い 　　　鈍 い 　　　鈍い

　 1　 　　　 2　 　　　 3

ふ つ う　　 少 し　　か な り　　非常に

　　　　　鋭 い 　　鋭 い 　　　鋭い

　4　 ．　　 5　　　 6　　　 7

1）塩 味　 i一

2）甘昧　1− 一一 ト ー一 亠

  　あなたは次の 昧につ いて 、どの くらい の 味の 濃 さを好み ますか 5

非常に 　 か な り　 少し

薄 い 　　　薄い 　　　薄い

　 1　 　 　 　 2　 　 　 　 3

ふ つ う　　少 し　　か なり

　　　　 濃い 　　濃い

　4　　　　5　　　　 6

非常に

濃 い

　 7

1）塩 味

2）営味

  あな た は次 の 味の 食物の 好き嫌い に つ いて どの ように思 っ て い ますか。

　　　非常に　　か な り　　少し

　　　 嫌い 　　　嫌 い 　　　嫌 い

　 　 　 　 1　　　　 2　　　 　 3

1）塩味 の

　食物

2｝甘味の

　食物

ふっ う　 少 し　 か な D　 雰常に

　　　　 好 き　　好 き　　　好き

4　　　 　 5　　　 　 6　 　　　 7

L−＿＿＿＿＿＿．．．＿i　　　　　　 一 ＿一 一一一4

同様 の 調査 を 昭 和 63年 6 月に 他領域専攻 の
一

般女子学

生 98人 （以下，B 群 と呼ぶ ） と
一

般男子学生 78 人 （以

下，C 群 と 呼ぶ ）に 対 して も実施 した 。

　（2） 調査内容

　調査票 で は 質問項 目を （1），（2），（3）に 分けて 設問 し
’

た g 表 1 に 示 し た 質問項 目の （1）で は ，一般的な意味 で ，

塩 味 また は 甘 味 に 対 す る味 覚意識 （味 の 鋭敏 さ の 意識，

味の 濃淡 の 好 み）と塩味また は 甘味 の 食物 の 嗜好 に つ い

て，総括的に とらえ るた め 7段階尺度 の 評点法を用い た 。

また，質聞項 目 （1）の 実証を得 る た め に ，具体的に 塩味

また は 甘味 を 主な る味 とす る 食物 に つ い て ， 質問 項 目

（2）と （3）で取 り上げた。そ して，質問項 目（2）で は ，

山 口 等
9） の 調査を 参考 に 味 の 濃淡の 好 み を 選択肢択

一
方

式 に よ り，表 3 の 質問 と回答項 目 に 示 し た。質問項 目

（3）で は ， 質問項目 （2）で 取 り上げた 具体的な食物 13種

（白飯，味噌汁，コ ン ソ メ ス ープ，漬物 ， 塩鮭， 卵焼き，

煮豆 ，
ク

ッ キ
ー−

i チ ョ コ レ ー
ト，

ス ナ
ッ

ク 菓子，ジ ャ ム

コ ーヒ ー，紅茶） に 対 す る嗜好 を 7 段階尺度 の 評点 法

（質問項目（1）の   に 同じ）に よ り尋ね た 。
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　（3 ） 集計と解析方法

　質聞項目（1）と質問項 目 （3）で の ，味覚意識お よび食

物嗜好 に つ い て は，7段 階尺度の 評点 と して ， 1，2，3，4，

5
，
6

，
　7 を用 い た の で あ る が ，

こ れ を 順に
一3，− 2，− 1，0，

1，2，3 に変換 し て ， 学生群別 に 評点平均値，標準偏差，

平均値の 差 の 検定
le）を行 い

， 質聞 （2）の 具体的な食物 の

味 の 濃淡 の 好 み の 差 に つ い て は ，Z2検定 を した 。 質問項

目間の 関連 に つ い て ，林式数量化 1類 お よび相関分析に

よ り行 っ た 。

結果 と考察

　質聞項目 （1）の
一

般的な 意味 で の 味や 食物 の 評 価 と質

問項 目 （2）と （3）の 具体的な食物の 評価に つ い て，学生

群別 に 比較 し，また それ らの 間 の 関連性を検討 した 。 更

に ，学生群別 に 味覚意識 と食物嗜好 の 関連を調 べ た。

　（1）　一
般的な塩味ま たは甘味 に 対する味覚意識と食

　　　物嗜好

　質問項 目（1）の 調 査結果を 学生群別1・tR ，計 し，そ の 相

対度数分布を 図 1 に，評点平均値 とそ の 差 の 検定を 表 2

（40 ）
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大学生の 塩 味または 甘味に 対する 味覚意識 と食物 嗜好

に 示 し た 。 図 1は，各調査項 目別 に ，図 の 左半分に 塩味

また は 塩味の 食物に つ い て の 分布 を ， 図 の 右半分に 甘味

ま た は 甘味の 食物に つ い て の 分布を示 し ， 縦軸は 7段階

尺度の 評点を，横軸は 各尺度に お け る相対度数 （人数％）

を示 し た もの で あ る 。

　味の 鋭敏さの 意識 に つ い て は ， 図 1 よ り，い ずれ の 学

生群も塩味，甘味 と も 「ふ つ う1 の 人が最も多く， 家庭

専攻女子学生 の A 群 で は 60％ 弱，一般男女学生 の B ， C

群 で は 4G〜50％ で あ っ た 。 表 2 よ り，　 A ，　B 群間 に は 塩

昧，甘味と も有意差 は な く， 塩味で は C 群 の み 鋭敏さ の

意識が高く， 甘味 で は C 群 は A 群 よ り有意に 鋭敏 さの 意

識が高い と言える が，B 群 は い ずれとも差がな く，A ，　C

の 中間 とな っ た。

　味 の 濃淡の 好み に つ い て は ， 女子学生 の A ，B2 群 は ，

塩味，甘味 とも 「少 し薄い 味が好ぎ」が約 40％ で 多い が，

一般男子 学生 C 群は ，塩味に つ い て は 「少 し濃 い 味が好

き」 Pt　35％ 強で 最 も多く ， 女子学生 の A ，　B　2 群 よ り有

意 に濃 い 味を 好 ん だ。

　塩味の 食物 の 嗜好 に つ い て は ， 学生群別 に 差が認 め ら

れ ，

一般男女学生 B ， C 群 は 「少 し 好き」 が， い ずれ

表 2．塩味また は 甘 味に 対 す る味覚意識 お よび 食物 の 嗜 好の 学生群別比較

評点平均値 （M ±S．D ．） 評点平均 値の 差 の 検定　 　 　 　 　 　 　 　 学 生群

項 　 目

　 A 　　群 　　　B 　　群
（家庭専攻女 子） （

一
般 女 子）

　C　 　群

（
一

股 男 子）
A − BB − CC − A

味の 鋭敏さの 意識
塩 　　 味

甘 　 　 　味

0．24± 0．82

0．14± 0．830

．30土 1．01

0．33士 0．820
．69：ヒ1．14

0．49± 1。21

一
一

＊

一
＊寧

串

味 の 濃淡 の 好み
塩 　 　 　味

甘 　　 味

一〇．30± Q ．97
− G．12± 1．10

一
〇、17± 1．02

− 0．37± 1，03
　 0．18± 1，10
．− 0．14± 1．26 ：

＊

一
宗

一

食 物 一般 の 嗜好
塩味の 食物　

一
〇．26± 1．29　 0．52± 1．22　 0．76± 1．33　 ＊ ＊

甘味 の 食物　　0．96±1．36／　 0 ．90± 1．17　　0．30± 1．47　　
一 ＊ ＊

＊ 掌

（注）　。各項 目は，図 1 に示 した 項 目に 同 じ。評点 は，− 3− 3 を 用 い た。
　 　 　。検 定結果，一： n ．s．，＊： pく0．05，＊＊pくO ．O！
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濃
い
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薄
い

［
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評
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．

辺
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い
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の
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1
　

0
　

1
　

2
　

3

　

　

　

　

　】
　一
　一

好
き

↑

↓
嫌
い

［
食
物
一
般
の

嗜
好一

60

A 〔家庭専 攻女子 学生 ）群
（n・・：50）

　　 （塩 ）　　　　 （甘 ）

40　　　20　　　0　　　20　　　4 

一

40　　 20　　　0　　　20　　　40　　 60

・B （
一般 女子学生 〉群 　 （。

・・gs）
　　 （瀛 ）　　　　　 （甘 ）

　
一1

　
−2

　
− 360

　 　60

　 　 3
　 　 2
　 　 1
　 　 0
　

− 1
　

−2
　

− 3
　 　 60

40　　20　　　0　　　20　　40　　　60

　　　　　　　　　　　（％ ）

123　

一
一

40　　　20　　　0　　　20　　　40

40　　　20　　　0　　　20　　　4e

　
一1

　 − 2
　 − 360
・　 60

　 　 3
　 　 2

」

3
　

2
　

1
　

0
　

1
　

2
　

36040
　　　29　　　　0　　　　20　　　40　　　6

C （
一般 男子学 生 ）群　　〔n＝　78）

　　（塩 ）　　　　　 〔甘 ）

　 　 o
　

− 1
　

− 2
　 − 360

　 　60

　 　 3
　 　 2

（％1

40　　　20　　　0　　　20　　　40　　　60

0
− 1
−2
− 3
　 60

40　　　20　　　0　　　20　　40　　　60

40　　　20　　　0　　　20　　　40　　　60

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （％）

図 1．各学生群 の 塩 味また は 甘味に 対す る味覚意識お よび食物嗜好の 評緬 の 相対度数分布

　　　（注） 評点は 表 1 の 質間項 目 （1）で 示 し た lN7 を
一3削3 に 変換した数値で 示 した 。
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の 群 も 30％ 位 で最 も多 く，平均的1こみ て もB ， C 群 の 差

は 有意 で は なか っ た が ， 家庭専攻 の 女子学生 A 群は，「ふ

つ う」 が約 40％ と特 に 多 く， 平均値で B ，C 群 よ り も有

意に 低 い 嗜好度で あっ た。一
方，甘 味の 食物 で は ，一

般

男子学生 C 群 は 圏 「ふ つ う」が約 30％ で 最も多か っ た が ，

こ れ に 対 して 女子 学生 の A ， B2 群 は 「か な り好き」 が，
30％　waで あ り，平均値 で も女子学生群 の 方 が有意 に 嗜好

度は 高 か っ た 。

　（2 ） 具体的な食物の 味 の濃湊の 婦み

　質問項 目（2）の 回答よ り，具体的 な食物の 味の 濃淡 の

好み の 差 お よ び 食物 の 組合 せ に よ る好み の 差 の 有無を各

群別 に z2検愈 こ よ り調べ て ， 表 3vこ示 した 。 これ よ り

質閥  の 「白飯に 漬物が な い と」 と，質問   の 「味噌

汁な ど の 汁物 の 塩味」 との 塩味の も の に つ い て は ， 各学

生群 とも薄い 味を 好 む人 が 有意に多か っ た 。 しか し質闇

  の 「ソ ース や醤油 の か け方」 で は，女子学生の A ，B
2 群 は ，質問   ，   と同様薄 い 味を 好む 人 が有 意 に 多か

っ た が ・

一
般男子学生 c 群 の 好 み に は 有意差 は 見られ な

か っ た。す なわ ち ，具体的な塩味 の 食物で は ， 3 群共 に

薄味志向で あ っ た が，質問項 目に よ っ て は （こ の 場合 は

質問   ），男子学生群 は 女子 学生 群 よ りも濃 い 味を好む

傾向が見られ た 。

　
一

方，甘味 の 場合 に つ い て は ，質問   の 「コ ーヒ ー

や 紅茶に 入 れ る砂糖量』 で は，女子学生 の A ， B2 群は

砂糖量 を 控え，薄い 甘味を 好む人が 有意 に 多 か っ た が ，

一般男子学生 C 群 は塩味 の 質問   で 見 られ た と同様，

好み に 有意差 は 見 られなか っ た 。 質問   の 「甘昧の き

い た卵焼き」で は ， C 群は 余 り好 きで ない 人が有意に 多

く， また，質問   の 「ト
ース トに 塗 る ジ ャ ム や は ち み

つ 」 で は，B 群は 好む 人 が有意lc多か っ た が，　 A ，　C 群

は 好 み に 有意sel，X 見られ な か っ た 。 質問   の 「白飯 に

煮豆 」 で は ， A ，　C 群 は余 り好きで な い 人 が有意に 多か

っ た。以 上 よ り，女子学生群 は 男子 学 生群 に 比 べ て ， 甘

味 の 飲物 で は 砂糖 を控え た が，甘味 の 食物 で は それ らを

好む傾向が見 られ ， 男女 の 好 み は 分か れ た 。

　そ こ で ，次に 個 々 の 学生に 焦点 を当て ，こ の 表 3 の 具

体的な食物の 味の 濃淡 の 好み が ， 図 1 に 示 した 味の 濃淡

の 好み あ る い は 食物
一

般 の嗜好 の いず れ に ， よ り関係す

るの か を 家庭専攻の 女子学生 A 群 に つ い て 次の よ うに 数

量化 工類 に よ り調 べ た。す な わ ち 目的要因 と し て は 図 1

の 味の 濃淡 の 好み また は 食物一
般 の 嗜好 とし ， 説明変数

と して は 表 3 の 具体的な食物の 味の 濃淡の 好 み と し て 分

褒 3．塩味また は 甘味を主 なる昧 とす る具 体的な 食物に つ い て の 味 の 濃淡 の 好み

質　問　項　目 回 　答 項 　巨

A 群 （n ＝50）
（家庭専攻女子
学生 ）

B群 　（1エ
＝98）　　　　C 群 　（n ＝78）

（一般 女子学 生）　 （
一
般男子学生）

  　自飯に漬物や塩鮭
　 が な い と

  　み そ汁な どの 汁 物

　 の 塩味 の 我慢で き
　 る方は

C −1．食が進まぬ

C −2．影響 なし

C近 ．濃 い 方

C −2 ．薄い 方

人 数 」徽 定 人 釧黻 定 人 剃 厳 定

0
　

　

01

　

　

4
串＊

2177
＊ ＊

1959
＊＊

941
＊＊

2474
＊ ＊

2058
＊＊

  ソ ース や醤油の か C −1．
　 け方は

　　　　　　　　　 C −2 ．

  　お菓子は どち らを　 C −1．
　 好む か

　　　　　　　　　 C −2．

  　コ ーヒ ーや紅 茶を　C −1．入れ る （2 コ ）
　 飲む 時砂糖 の 量は

　　（角砂糖 で ）　　　C −2．入れ る （1 コ ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 C −3，入れない

71825 44846

　：t＊

35

314719

n ．s．

n．s．

30　　 n．s．

29

  甘味 の きい た 卵焼
　　きは

C −1．好 き

c −2漁
勃 馳 で は な

2228n
．S．

5147n
．s．

2949
＊

  　 トース トに ぬ る ジ

　 　ヤ ム や は ちみつ は

σ 1．好 き

c 丑 森
劾 好 きで 蹠

12624n ．s．
6137

＊

344411
．s．

  　白飯に 煮豆 な どの

　 甘い もの は
C −1。好 き　　　　　　　　18

C −2．齢 り好 きで は な 32
＊

405Sn
．s．

2157
＊ ＊

（注） 検定結果，・ ： P く0．05，・ ・ ； Pく0 ．01
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表 4− 1．塩 味に つ い て の 数量 化 王類分析結果

食物の 嗜好

A 群

昧の 濃淡の 妊み

A 群 Bi

床 の 濃 淡 の 好 み

群 C

　 　 　 　 　 　 　 カ テ ゴ 　カテ ゴ リ
ア 　 イ　 テ　 ム
　 　 　 　 　 　 　 リー　　

一
ス コ ア

レ ン ジ
カ テ ゴ リ
ー

ス コ ア
レ ソ ジ

カ テ ゴ リ
ー

ス コ ア

　 　 　 カ テ ゴ リ
レ ン ジ
　 　 　 ース コ ア

1，白飯に 漬 物
C −1C

−2

　 0．891

− 0．223

　  
1．113

　0．223

− 0．056

　  
o．279G

。386

− 0．105

　  
0．492

　 0

− oi

　 　 　 　 　 　 　 C −1
2．み そ汁等 の

　　塩 味　　　 C −2

　0．944　　　  
　 　 　 　 　 1．151
− O．207

　1．047 　   0．799
　 　 　 　 　 1．277
− O ．230 　　　　　　　　　− O．259

　 　 　 　 0．338

　 　 　
− 0．109

　   　 　0．781
1．058
　 　 　

− O，269

3 ， ソ
ー

ス ，醤
　　油の か け方

C −10 ，495 　   0．613
　 　 　 　 　 　 　 　0．635
C −2　　

− 0．140　　　　　　　　　　
− O．173

　   　　 0．429
0．786
　 　 　

− 0，139

　   　 　0．403
0．568
　 　 　 − 0．336

4．　お か し の 好
　 　 み

C −1 − e．056 　   0．058
　 　 　 　 　 　 　 　0 ．121
C −2　　  ．065　　　　　　　

− 0，068

　   一〇．066 　   一
〇．093

0 ．126　　　　　　　　　　　　　0 ．143
　 　 　 　 0，078　　　　　　　　　　　　　0．061

レ ン ジ

　  

  ．447

　  

1、051

　  
O．749

　  
0．154

決 定 係 劃 0377 0．467  ．357 0，388

（注）　。説明変数の ア イ テ ム とカ テ ゴ リーは表 3 の 質 問項 目と回答項 目に 同 じ。
　　　。レ ン ジ の 項 の 丸 印数字 は レ ン ジ 値 の 高 い 方か ら の 順 位 を示 す。

表 4− 2．甘味に つ い て の 数量化 1類 分析結果

食物 の 嗜好 味の 濃淡 の 好み 1　 　 味 の 濃 淡 の 好 み　 　 　 　 　 目的要因

説 明変数　
学
避 A 　　　群 A 　　 群 ・　 群 「 ・　 群

ア　 イ　 テ　 ム 蛎
カ テ ゴ リ
ース コ ア

レ ソ ジ
カ テ ゴ リ
ース コ ア

レ ン ジ

1
…カ テ ゴ リ．一ス コ ア

レ ソ ジ
カ テ ゴ リ
ース コ ア

レ ソ ジ

4．お か し の 好
　 　み

C −IO ．ユ99  
　 　 　 　 　 　 　 　0，433
C −2　　

− O．234

　O．245 　   O．216
　 　 　 　 　 0．532
− 0．287　　　　　　　　　

− 0．255

　   　 　0 ，375　 　  
O．471　　　　　　　　　　0 ．622
　 　 　

− O．247

　 　 　 　 　 　 　 C −1
5． コ

ー
ヒ
ー

や

　 　紅茶 の さ と　 C −2
　 　 う量
　 　 　 　 　 　 　 C −3

　0．774
　 　 　 　 　 　  
一〇．153　　　　0．928

− 0．106

　o．794
　 　 　 　 　 　  
一〇．119　　 0．866

− O．123

　0．848
　 　 　 　 　 　  

　0．152　　　　1．080

− 0．232

：：凱 ．、94
一〇．a．　90

6．　甘味 の きい　C −1　　0・394

　　た 卵焼 き　　C −2　＿0．310

　   　　　　0．340　　　　　　  　　　　0．250
0，704 　　　　　　　　　　　　0．607
　 　 　

− 0．267 　　　　　　　　　　
− 0，272

　   　 　0．019
0．522
　 　 　 − 0．011

7．　 ト
ー

ス トに

　 　ジ ヤ ム

C −10 ．121   0．270  
　 　 　 　 　 　 　 　O．252　　　　　　　　　　　　0．563
C −2　　

− O，131　　　　　　　　　
− O，293

　0．171 　   0ユ 72
　 　 　 　 　 0．453
− O．282 　　　　　　　　　− 0，133

　  
0．030

0．086

　　　 　 　 1　− e・060

　  
O．305

。．1露
・… 41

，．，F2
　　　

一
〇・1381

決 　 定　 係　 数 i
　 　 　 　 　 　 　 　 　 F0

．197 O．357 0．277 0．382

析 し ，表 4 の 1 に 塩味の 場合を，表 4 の 2 に 甘味 の 場合

を示 した 。 その 結果，塩味，甘味の 場合 と も，目的要因

として は ，味の 濃淡 の 好 み の 方 が食物
一

般 の 嗜好 よ りも

決定 係 数値 は 高 く，従 っ て
一

般的 な 味の 濃淡 の 好み が，

よ り具 体的 な食物 の 味 の 濃淡 の 好 み と関連 して い る と考

え られた 。

　一
般男女 学生 B ，C 群 に つ い て も，図 1 の 味 の 濃淡 の

好 み を 目的 要 因 と し，説 明 変数 と し て は 前述同様，表 3

の 具体的 な食物の 味 の 濃淡の 好み と し，数量化 1類に よ

る 分析を行 い ，表 4 の 1 と表4 の 2 に A 群 の も の に 合わ

せ 示 した 。 説明変数に つ い て は 表 3の 質問項 日を ア イ テ

ム ，回 答項 目を カ テ ゴ リ
ーと し て 分析 し た の で あ る が ，

得 られ た カ テ ゴ リ
ース コ ア お よび レ ン ジ 値 に よ り，一

般

的 な 味の 濃淡 の 好 み へ の 各質問の 関与度合を知 る こ とが

出来，当然 レ ソ ジ 値の 大きい 方 が 閼与 が 大 で あ る 。

　そ の 結果，塩味の 場合，3学生群 の レ ン ジ 偵 の 大小 に
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よ る各質問項 目の 順位 は 全 く同 じで ， 第 1 位は 厂味噌汁

等の 汁物 の 塩昧」， 第2 位は 「ソ ース や醤油 の か け 方」，

第 3 位は 「白飯に 漬物が な い と1 で あ っ た。一方，甘味

の 場合は ， 学生群に よ り， 各質問項 口の 順位は 多少異な

っ た が，第 1位 は 3 学生群とも，「コ
ー

ヒ
ー

や紅茶 に 入

れ る 砂糖量」 で あ っ た 。 こ れらの 事 よ り，具体的に 汁物

の 塩味の 濃淡 お よび 飲物 の 甘味 の 濃淡の 好み が，一般的

な塩味，甘味 の 味 の 濃淡 の 好みを評価する際 の 判断資料

とな っ て い る もの と考えられた。

　（3）　塩味また は 甘味を主なる味 とす る具体的な食物

　　　につ い ての 嗜好

質問 項 目 （3）の 回 答 よ り， 13種の 具体的な食物の 嗜好

表 5．塩 味また は 甘味を主なる 味 とす る具 体的な食物の 嗜好の 学生群別比較

嗜 好 度 平 均 値 （M ±S．D ．） 嗜好度平均値 の 差 の 検 定

品 目　　　 A 　　　群　　　B　　　群　　　C　　　群

i（筆野攻好
（
− ma女w 生） （一… 学 ・・

A ”BB − C

1．白　 　 　 　 　 飯 0 ．96± 1，ユ21 ．60± 1．111 ．49± L24 ＊ ＊ 一

2．み 　 　 そ 　 　 汁 0．90± 1．131 ．37± 1．201 ．50± 1．17 ＊ 一

3 ．コ ン ソ メ ス ープ 0 ．20± 1．030 ．83± 1，110 ．58士 1．24 ＊水
 

4．漬　　　　　 物 0，54± 1．310 ，97± 1．220 ．71± L64 一 一

5．塩 　 　 　 　 　 鮭 0．32± 1240 ．87±1．290 ．81±1．40 ＊ 一

6．卵　　 焼 　　 き 0．90± 1．170 ．96±1．271 ．08±1．15 一 一

7．煮　　　　　 豆 0．46± LO70 ，45± 1．51 一
〇．35±1．52・ 一 ＊ ＊

8．ク　 　ッ 　 キ 　
ー 1．02± 1．081 ．16±1．070 ．22±1．47 冖 ＊ ＊

9．チ ョ コ レ
ー

　ト 0．90± 1．281 ．13± 1．150 ．40± 1．65 一
＊＊

10．ス ナ 　 ッ 　 ク 類 0．86± 1．盤 0．72± 1．641 ．12± 1．60 一 一

11．ジ　　　ャ　　　ム 一
〇．04±1．07  ．15± 1．15 一〇．15±1．28 一 一

12．コ 　　
ー
　 　ヒ　　

ー 0．18±L730 ．72± 1．641 ，12± L60 一 一

13．紅　　　　　茶 0．94± L221 ，29± 1．141 ．07± L15 一 一

C − A

＊

＊＊

＊ ＊

＊ ＊

＊

（注）　 。 嗜好度平均 殖は評点 1・v7 を
一3〜3に 変換 し て算 出し た 。

　　　 o 検定結果，

一： n ．s，，＊ ： pく0．05，＊＊； p く0．01

II900

．5

「τ
…

i．117 ．
一

♂
一一一

「

．ユ0 ．；
・136 ・l
　　l・　 1 譽

0．51 　 　 01
　 ・

｝ 12

　 　 ，　9・　 51　 ・
3　　 1　2
　 　 　 ［

0．5

1　 　 　 　 　 ． し

L ＿＿＿＿噌一睥」 ＿」

0．5
P 〈 0．05

　 A 群 （n＝50）

（家 庭専攻女 子学 生 ）

1

II5
噛

0．5 ■II9

・
7・
．6 畠10

「
冖｝

3

一一一一
「

　・121
。 4

1 1
　 畠5

0，5 ｝
　 0
…

1。
　 013 ｛

・診　 α5
昏・21

」＿＿＿＿一＿＿＿討

．

0，5
P＜ O．D5

．
B 群 （n 」 98）

（一般女子 学 生 ）

1

7
°
工1

　II8・　■
0．5

，
10

「
旧｝一｝

1T 「2．6
1 1 ト35

0．5l 　 e
匡

11 ・ 055

L 三匙巴 一r｝＿＿L1
●

12

α 5P く 0．05

C 群 　（n ＝78＞

（
一般 男子 学生 ）

1

44

（注） 1）

　　　2）
　　 3）

4）

図 2．各学 生群 の 塩味 また は 甘味を 主
’lkる 味 とす る 食物一般 と

　　　 具 体的な 食物 の 嗜 好度間 の 相関係数値の 分布

1軸は塩味の 食物
一般 と13種 の 各 食物 との 相関係数値を 示 す。

1軸は 甘味の 食物一般 と13種 の 各食物 との 相関係数値を示す。
図中，IN13 の 数字は表 5に 示 した食物名をあらわ す。 （1．白飯 ，

2．み そ

汁，3 ．＝ ソ ソ メ ス
ープ ，4．漬物，5 ．塩鮭，6 ．卵焼ぎ， 7．煮豆，8．ク ッ

キ ー， 9．チ s コ レ
ー

ト，10。ス ナ ッ ク類， 11，ジ ャ ム ，　12．コ ー
ヒ
mu，

13，紅 茶）

図 巾，相関 係数値 （r）が pく 0．05の 範囲 は破線 で 示 した四角の枠 の 外側。
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に つ い て の 学生 群別嗜好度平均値 とその 値 の 差 の 検定結

果を表 5 に 示 した 。 塩味を主な る味 とす る味噌汁 ， 塩鮭

お よび 白飯の 平均嗜好度 で は ，家庭専攻の 女子学生 A 群

は
一

般男子 学 生 C 群 よ り も有意 に 低 く，一方甘 味 を 主 な

る 味 とす る 煮豆，チ ョ
コ tr・一 ト，ク

ッ
キ ーの 平均嗜好度

で は ，

一
般男子学生 C 群 は 女子学生 の A ， B2 群 よ りも

有意 に 低 か っ た 。 こ れ らの こ とは ，前述の 食物一tma の 嗜

好 に お い て （図 1
， 表 2 ）見られ た結果 と 同様 で あ っ た。

　 次 に， こ れ ら 13種 の 具体的な食物 に 対す る嗜好度 と

図 1 に 示 した 塩味 また は 甘味の 食物
一

般 に 対す る嗜好度

との 関連を調べ る た め ，そ れら各 々 の 間 の 相関係数を求

め た 。 図 2 に ， 13種 の 具体的な食物 に つ い て ， 塩味 の

食物
一

般と の 相関係数値を 1軸に ， 甘味 の 食物
一

般 との

相関係数値 を ff軸に プ ・
ッ ト し，有意水準 （P ＜ 0．05）の

範 囲を図中，四 角の 枠の 外側で 示 した。

　 こ の 図 よ り，

一
般男女学生 B ， C 群 で は ， 味噌汁，コ

ン ソ メ ス ープ ｝ 漬物，塩鮭の 塩味を主 な る味とす る 食物

は 1軸付近 の 四 角の 外側で あ り，

一方 ク
ッ キ ー

，
チ ョ

＝

レ ー1・，ジ ャ
ム の 甘味 を主 な る 味 とす る食物 は 1［軸付近

の 四 角の 外側 で ，それ らの 相関値 は有意水準 に あ り，一

．
般的な塩味ま た ほ甘味の 食物の 嗜好との 関連性が 強 い 事

を 示 した。と こ ろ が，家庭専攻 の 女子学生 A 群は B ，C

群に比 べ て 具体的 な食物と一般的 な塩味， 甘味 の 食物 と

の 相関係数値 は有意水準 に あ る もの の 数 は 少 な く， しか

もプ P
ッ トは座標平面上 に分散 して お り， それ らの 間 の

嗜好 の 関連性 は それほ ど強 くない 事を示 した 。 こ れは食

物教育の 影響の た め か ，質問に 対 して 理 屈 で 答 え て い る

とも考えられた 。

　（4 ） 味覚意識と食物の 嗜好の 関連

　塩 味 また は 甘味 を 主 な る味 とす る 具体的 な食物 に 対 し

て の 味の 濃淡 の 好 み お よび 嗜好を ， そ れ ぞれ 図 1 の
一

般

的な塩味また は 甘味の 濃淡の 好み ， お よび それ ら味の 食

物
一
般の 嗜好 で代表 させ て も実際 とは 大きくか け離れ る

こ とは な い と考 え られ た。（表 3，表 4 お よび表 5 ， 図 2

参照）

　そ こ で ，図 1 で 示 した 塩味 また は 甘昧に 対する 味覚意

識 （味の 鋭敏 さ の 意識，味 の 濃淡の 好 み ）と塩味また は

甘味 の 食物
一

般 の 嗜好との 関連を見 る た め ， 学生群別に

それ ら項 目間 の 相関行列を求 め ， そ の うち の 家庭専攻の

女子学生 A 群 の 相関行列を表 6 に 示 し た。また ，3 学 生

群 に り い て 求め た 相関行列 で ジ項 目間 が有意水準 に 達 し

た組合せ を 表 7 に 示 した 。
こ れ よ り，塩味お よび甘味 と

も，味 の 濃淡 の 好み と食物 の 嗜好 との 間 に ，3 学生群と

もに 有意 に 高 い 順相関 が見 られ た 。 す な わ ち濃い 塩味を

好む人 は 塩味 の 食物に 対す る嗜好度が高く， 甘味の 場合

も同様 で，濃い 甘味を 好む 人 は甘味の 食物 の 嗜好度 は 高

・
表 6．塩味ま た は 甘味に 対 す る味覚意識 と 食物 の 嗜好の 相関行列

（家庭専攻女 子学生群の 場合） ’
n
＝50

項 目 ・・ 1 ・． 3． ・． 1 ・． 6，

1．塩 味の 鋭敏 さの 意識

2，甘 昧の 　 　 lt

3．塩 味の 濃淡 の 好み

4．甘味 の 　 　 ・・

5．塩味 の 食物 の 嗜好

6 ．甘味の 　　〃

　 1．00 
　0．486＊＊

− 0．498＊＊

− 0，080
− O．440申＊

− 0．101

　 1．000
− G．123
− O．159
− 0．060
− 0．212

　1．000
　 e，194
　0．537＊ ＊

− 0．056

1．0000
．1790

．709料
1．OOOO

．157 1，000

（注）　＊ ：p く0．05，＊＊ ： p く0．01

表 L 　塩 味また は 甘味 に 対す る 味覚意識 と食物嗜好 の 閧連

項 目 対

塩　　味

甘 　　味

鋭敏 さの 意識一濃淡 の 好み

鋭敏 さの 意識一食物の 嗜 好

濃淡 の 好 み一食物の 嗜好

鋭敏 さの 意識一濃淡の 好み

鋭敏 さの 意 識
一
食物の 嗜好

濃 淡 の 好 み
一

食物の 嗜好

　A 群 （n ＝50）
（家庭専攻女子学生）

一
〇，498＊＊

− O．440＊ ＊

　0．537＊ ＊

一
〇．159

− O．2ユ2
　0．709＊ ＊

B 群 （n ＝98）
（
一般女子学生）

一〇．342＊＊

− 0．252＊

　0．506＊＊

一〇．356＊＊

− 0．211＊

　0．448＊＊

C 群 （n ‘＝78）
（
一

般男子学生）

一〇，152
　 0 ．058
　0，562＊＊

0 ，Q800
．297 ＊ ＊

  ．635 ＊＊

塩 贓 敏 さ・ 讖 一甘麟 さ・ 意訓 e．486＊ ＊ 0 工56 0．512＊＊

（備考）　
＊

　p く〔｝．05

　　　
＊ ＊

　P ＜O．01
て≧ 0 ．279r
≧ 0 ．361

r≧ 0．198r
≧ O，261

r ≧e．224r
≧0．292
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大学生の塩 味または甘味に対 す る味覚意識と食物嗜好

か っ た。一
方，塩味に お い て ， 女子学生の A ，B2 群 で

は味の 鋭敏さの 意識 と塩味 の 食物に 対す る 嗜好 と の 間 ，

お よび 味 の 鋭敏さ の 意識と味の 濃淡 の 好み との 問 に ，い

ずれ も有意 に 逆相関が見 られ ，塩味に 対 して 鋭敏で ある

と意識して い る人程 ， 塩味の食物 の 嗜好度 は 低 く， しか

も薄味の 方を よ り好むとの 事 で あ っ た 。 こ の 塩味に つ い

て の 味の 味覚意識 と食物の 嗜好 との 関係 は ，甘味と甘味

の 食物 に つ い て は 女子学生B 群に お い て見られた。

要 約

　塩味お よび 甘味に 対す る 味覚意識 （味 の 鋭敏さ ， 味の

濃淡 の 好み ） と食物嗜好の 関連を探 るた め ， 226人 の 学

生 に 対して 調査 した 。 学生を食物教育 の 有無 お よび 性 に

よ り，家庭専攻女 子 学 生 群 と他領域専攻 の
一

般女子学生

群 ，

一
般男子学生群の 3 群に 分けて 検討 した 。 そ の 結果 ，

　1． 味覚意識 お よ び 食物嗜好 に 対す る 食教育の 影響に

つ い て は，家庭専攻女子学生群 は
一

般男女学生群に 比 ぺ

て ，塩味に 対 し て は薄 味 を好 み ，塩味 の 食物を 好 まな

か っ た 。 それ らに 対す る 性 の 影響 に つ い て は ， 男子学生

群 は 女子学生群 よ りも味に 対 して 鋭敏で あ る との 意識を

もち，一
方，女子学生 群 は 男子学 生 群 よ りも薄 い 塩味 を

好み ， そ して廿い 食物を好ん だ。

　2．　 3群ともに ，塩味の 濃淡 の 好 み と塩味 の 食物の 嗜

好 と は 有意に 順 相関 を示 し た 。す な わ ち ，塩味の 食物を

好む学生は そ うで な い 学生に 比ぺ ，よ り濃 い 塩味を好 ん

だ 。 こ れ と同様 の 関係は ， 甘味 と甘味 の 食物との 間に も

有意に 見られ た 。

　3．　 2 女子学生群 に お い て は ， 塩味の 鋭敏さの 意識 と

塩味の 濃淡の 好み との 間 ， お よび 塩味の 鋭敏 さ の 意識 と

塩味 の 食物の 嗜好 との 間に ，それぞれ有意に 逆相関が見

られた 。 すな わ ち塩味に 鋭敏 で あると意識して い る 人程 ，

薄味 の 塩味を好み ， 塩味の 食物 を 有意 に 好 ま な か っ た 。

一方，甘味に つ い て は，一
般女子学生群 に お い て ， そ の

よ うな傾向が見られ た。

　本研究 の
一部は 日本調理科学会昭和 63年 度大会に お

い て 口 頭発表 した 。
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